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THE DAYS AFTER 東日本大震災の記憶

著者名 石川 梵 発行年 2011年

出版社名 飛鳥新社 ページ数 0ページ

値段 2,415円 ISBN 978-4864100960

コメント
ひとりの眼を通しての記録、という芯の据わり方が貴重。
写真も映像も、あの日から私たちは、もう感覚が麻痺するくらいにたくさん消費してきた。けれども、ここにあるも
のは、たったひとりの写真家が、おのれの力だけを支えにこの巨大な現実と向き合おうとした真剣な記録。空撮と接
写を織り交ぜた構成は、まるで彼自身が対象との距離をどう取ったらよいか、自問自答をしているかのような。
どうか写真の前を通り過ぎるだけでなく、巻末にて、それぞれの写真に添えられたことばも受けとってください。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

ge90
☆☆☆☆☆

震災の日は，電車が止まってしまい出かけたまま家に帰れなくなり，見学先の工場で不安な夜を過
ごした．
だけどもこの本の写真を見ると被災地の人の恐怖や不安は想像を絶するだろうと思い知らされる．
趣味で写真を撮るので，構図等見習うところがあった．

1-128 128P (30分) 2012/07/31 22:06:39

 

moe273g
☆☆☆☆

震災の記憶を切り取った写真たち。あの時何がおこったのか。震災から1年半ほどたとうとしてい
る今、よそものの私達は何ができるのか考えてしまいます。

1-128 128P (30分) 2012/07/31 17:24:32

 

Azel
☆☆☆☆

原三小1年生 田作大智くんの個人情報は大丈夫だろうか ちょっと心配 最後の1本の松はすごく印象
的だった。

all 110P (30分) minamisouma 2012/07/30 22:21:39

 

こっこ
☆☆☆☆

人の顔が映っていなくても、いろんな思いが伝わってきます。
1日でも早く心の傷が癒えますように。
このような惨事が繰り返されませんように。

1-128 128P (30分) 2012/07/27 02:08:44

 

ペンネーム考え中
写真家としての使命感が伝わってきました。

http://www.historians.jp/books_list.php
http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=46
http://www.historians.jp/comment_set.php?book_id=46
http://www.historians.jp/pro_list.php
http://www.historians.jp/self_pro.php
http://www.historians.jp/bbs.php
http://www.historians.jp/books_list.php
http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=46
http://www.historians.jp/comment_set.php?book_id=46
http://www.historians.jp/pro_list.php
http://www.historians.jp/pro_list.php
http://www.historians.jp/self_pro.php
http://www.historians.jp/self_pro.php
http://www.historians.jp/bbs.php


☆☆☆☆
128ページ 128P (30分) 2012/07/25 03:28:48

 

俺が村田だ！
☆☆

瓦礫がものすごい。自然は残酷だと思った。

全部 128P (30分) 2012/07/19 14:12:32

 

上からトトロ（仮）
☆☆☆

宇宙の空撮を読んでから、こちらを読む。

最初の方の釜石の写真がなんかものさびしい。

写真の中の写真を見ると、幸せそうな写真ばっかで、そのような幸せが一瞬にして失われたかと思
うとつらい。

唯一の救いは最後の方で笑っている姿を見ることができたことでしょうか。

1-128 128P (30分) 最後の方 2012/07/17 20:31:16

 

F-H304
☆☆☆☆

大学の入試試験の前の日に起こり、大騒ぎになった東日本大震災。自分にとってもとても記憶に
残っている日だが、現地に住む人の苦しみは計り知れないものがある。その様子を理解し、ボラン
ティアをするときの手伝いとなればいいと思った。

1-128 128P (30分) なし 2012/07/14 20:27:54

 

ken3
☆☆☆☆

震災の写真は正直目を背けたくなるものばかりだ。
この本に載っている被災者の表情をみて特にそう思う。

「復興」はまだはじまってもいないし、自分も含めてほとんどの人は何をすればいいのかも分かっ
ていないのだと思う。

1-128 128P (30分) 2012/07/13 17:33:27

 

しゃおろん
☆☆☆☆

時に自然は人類に対し暴力的に振る舞う。
人は嘆き、苦しみ、絶望する。
でも、人類こそが自然に対し暴力的であったのではないか。
自然の声を聞くことなしに振る舞い続けた。
ここにある写真たちは人類と大切なものとの関係性を問い直す機会を与えてくれた。

全部 128P (30分) ラストの一本松 2012/07/11 23:28:03

 

onicapla
☆☆☆☆☆

東日本大震災から1年以上経った。現地では外部の人々が交わり様々な復興イベントが開催されて
いる。下手な地方都市よりもずっと賑わいが感じられさえする。
人々には「忘れる」という素晴らしい能力がある。前に進むために忘れる必要もあるが、今回に
限っては絶対に忘れられても忘れるべきではない。記憶が薄れかけたら何度でもこの写真集を見返
して、東日本大震災で受けた甚大な被害を思い起こしていくべきだろう。メディアでは日に日に報
道も少なくなり、国民はもう被災地は復興したのかなくらいになってしまっている。被災地に行く
とああやっぱりひどいなとなる。自分達が東京にいる間も被災者は今も被災していることを肝にめ
いじたい。

1-128 128P (30分) 全て 2012/07/03 22:29:25

 

TAN
☆☆☆☆

震災の悲惨さを感じました。
被災地の人々は震災以前の生活には戻りますか？
一日も早く、みなさまに笑顔が戻りますよう、心から願っております。

1-128 128P (40分) 全て 2012/07/03 16:19:20

 



bird
☆☆☆☆☆

もう１年以上前のことになるけど、思い返すために読んでみた。
当時はYouTubeとかテレビで悲惨極まる映像を見ていて、一部分を切り取ってた映像、もしくは空
からの全体像としかなかったので現実感があまり湧いてこな方が、この写真集では地上からとった
パノラマ写真があるので現実感がある。
瓦礫の山の写真を見ると、がれきの山が大きすぎてスケール感がいまいちつかみづらく、地震・津
波の被害が想像を絶する程大きかったことがよく分かる。

1-128ページ 128P (15分) 中盤の女川の墓の写真 2012/06/29 14:44:54

 

ごん
☆☆☆☆

実際に被災地に行ったことはあるが、被災直後の写真は衝撃的。やっぱり信じ難いが、本当にこの
ような状態だったと考えるとすさまじさが伝わってくる。
18枚目のミッキーのぬいぐるみが真っ黒になっている写真は、いろんなことを考えさせられる写真
である。

全部 128P (20分) 18枚目の写真 2012/06/26 13:03:34

 

darvish
☆☆☆☆

この本でも被災地の悲惨さが十分伝わる。

しかし、私は実際に被災地に行ったことがあるのだが、その衝撃は越えなかった。本当に体感した
いなら見に行ったほうが良い。

全て 128P (20分) 全て 2012/06/19 15:17:30

 

gorugo13
☆☆☆☆☆

ガレキの残る石巻で、花束がたくさん置かれた前に佇む女の子の写真が侘しい気持ちにさせられま
した。
ちょっと涙が出そうになった。

1-107 107P (10分) 28 2012/06/19 13:05:57

 

しょう
☆☆☆☆

あの震災から1年3か月しか経っていないのに，まるで遠い日の出来事であるかのように感じる．
ニュースや新聞でも最近じゃ震災の話は取り上げられることは少なくなり，記憶からだんだんとあ
の日の悲しみが薄れていく．自分の身に起こったことでないからこんな薄情なことができるのだろ
う．この本に触れ，切実に伝わってくる震災者たちのつらさが思い出され，あの出来事は忘れては
いけないと，自身を叱りつけた．

全部 128P (30分) 全部 2012/06/12 19:11:06

 

yabaku
☆☆☆☆☆

メディアで報道された映像と、実際に被災地に行って見た映像とは、全く異なるものが、この本に
はあった。
特に、個人のストーリーに焦点を当てた写真には、目を奪われた。

1-128 128P (45分) 2012/06/07 20:52:41

 

プー
☆☆☆☆☆

あの日にあった出来事は絶対に忘れてはならない．
そのためにもこのような写真を見ると，改めてあの時のことを思い出すきっかけになる．

自分は関東にいたので，直接的な被害はなかったけど，東北の現実は比にならないほど大変だと改
めて痛感した．

全部 128P (30分) すべて 2012/06/07 12:16:45

 

w
☆☆☆☆

時とともに、忘れてしまうのが人間です…
女川の仮設墓地の写真などから、この本は、あの現実を再び伝えてくれます

全部 128P (60分) 2012/06/05 19:35:28

 



luffy
☆☆☆☆

去年の大地震は再び頭の中に浮かんでいます。この写真を見たら、震災区の現場は写真よりもっと
やばいと痛感しました。この人たちがこれから幸せな生活を送れることを祈っています。

128ページ 128P (50分) 2012/06/01 14:27:28

 

historians
☆☆☆☆

ニュースでみた映像とはまた違った印象を、この本は与えてくれた。
東日本大震災を再度考えさせてくれる本であった。
股間を置いて、何度でも読み返したい。

全部 128P (30分) 2012/05/21 20:13:38

 

ザ・ニンジャ『順逆自
在の術』
☆☆☆☆

改めて震災の悲惨さを感じました。
もう一度、日本のために、子供たちの将来のために、何ができるかを考えなければいけません。

全部 128P (10分) 2012/05/08 12:56:50

 

キノコ
☆☆☆☆

東日本大震災直後の現場を撮影した写真集．
東北の復興は他国からも目を見張るほどである，ということを聞いたことがあるが，一方未だ死者
の数が増え続けていることも事実である．

最後の写真に添えられた「To Be Continued」の言葉が印象に残った．まだ何も終わってはいな
い．

全部 128P (30分) 巻末の写真解説 2012/05/08 12:40:25

 

コアラ
☆☆☆☆☆

東日本大震災直後の現状を伝えた作品。
著者である石川さんの写真家としての魂が込められている。
震災の記憶を忘れないためにもみんなに読んでもらいたい。

1-128 128P (30分) 1-128 2012/05/07 18:37:14

 

かっしー
☆☆☆☆☆

著者の写真家としての使命感がひしひしと伝わってくる本。
誰もが目を背けたくなるような現実、しかし、誰かが伝えなくてはならないので、写真として残し
てくれた著者の方には非常に感謝すべきで、絶対に忘れてはならない出来事だと思った。

全部 128P (30分) 最後 2012/05/04 18:40:49

 

R2
☆☆☆☆☆

3.11直後の被災地の様子がありありと伝わってくる．
写真の一つ一つが被害の甚大さ，津波の凄さを物語っていた．特にパノラマで撮られた写真は，辺
り一面こんな状況なのだということがよく分かるものとなっていた．
街の建物がほとんど消滅した光景は，原爆が落とされた時の広島・長崎の写真と重なった．
この出来事を決して忘れてはいけない，永く後世に伝えていかなければならないと改めて思っ
た．3.11と向き合い，日本を復興していくためにも，是非多くの人に見てほしい．

1-128 128P (40分) 37-40，115-
120，125－128 2012/04/11 17:07:04

ＴＯＰへ 

http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=46#TOP
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日本人の価値観

著者名 鈴木賢志 発行年 2012年

出版社名 中公選書 ページ数 260ページ

値段 1,700円 ISBN 978-4121100078

コメント
仕事とワタシ、どっちがだいじなのっっ!?
人の価値観についての世界ランキングが、ずらーっ。さああなたなら、どう読みますか。ランキングとその解説が
セットになった、問題と答えみたいなつくりですが、もちろん、問題のほうがはるかにおもしろいです。
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コメント
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moe273g
☆☆☆

ランキングの好きな日本人。もう少し面白い質問が集まっていればより楽しめたのではと思いま
す。

1－100 100P (30分) 2012/07/30 16:51:51

 

ocean
☆☆☆

働くことについての日本人の意識について興味があったんで、そこら辺の部分だけ読みました。時
代の流れに合して日本人の意識というの変わっているんだなあと感じさせられたと同時に、調査の
結果を世界で比べることは、調査方法も曖昧ですし各国の点数付に関する感覚や調査時の時代背景
を全て抑えることは困難なので、あまり深い意味は見いだせないと思いました。

164̃214 50P (30分) 2012/07/27 15:21:04

 

20代男性
☆☆☆☆

日本人の意識調査などの結果を世界との比較でまとめてある本。

日本人の価値観として紹介されているものが自分の価値観と大分近かったので、自分は極めて日本
人的であると認識させられた。どちらかというと世界中の価値観がどれだけ自分の考える常識と異
なっているかを把握するための本だと思う。

3-260ページ 258P (150分) 2012/07/15 20:09:32

 

ahoyan
☆☆☆☆

日本人の変わった性質を改めて感じた。ガラパゴス国家日本

1-100 100P (60分) 2012/07/05 16:42:26

 

読み方としては興味のある命題を見つけ、その解説を読むという形がオススメ。オタクから東日本
大震災まで、色々な話題がのっているので色々な視点から日本を国際比較できる。

http://www.historians.jp/books_list.php
http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=47
http://www.historians.jp/comment_set.php?book_id=47
http://www.historians.jp/pro_list.php
http://www.historians.jp/self_pro.php
http://www.historians.jp/bbs.php
http://www.historians.jp/books_list.php
http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=47
http://www.historians.jp/comment_set.php?book_id=47
http://www.historians.jp/pro_list.php
http://www.historians.jp/pro_list.php
http://www.historians.jp/self_pro.php
http://www.historians.jp/self_pro.php
http://www.historians.jp/bbs.php


ダンボール
☆☆☆☆

ランキングだけでなく、それの相関や解説がかかれているので、ランキングを絡めた分析手法を学
ぶハウツー本として読んでも面白い。

1-100,他適宜 100P (60分) 好きなところから 2012/07/03 13:08:56

 

midnight express
☆☆☆☆

[菊と刀]以降、巷で流行ってる日本人論のように日本人は～という言い方は個人的に好きではない
が、話のネタとしては面白い。平均な日本人と自分のズレを感じた。個人的に今は留学生寮に住ん
でるから、友達と話すときにとても参考になる。なにはともあれ考え方は違えど、May peace be
in the world！

すべて 260P (60分) 2012/06/21 19:20:12

 

takenokonosato
☆☆☆☆

自分自身で意味を見つけ出してこそ、人生は意味のあるものになると思う日本人は83.2％らしく、
意外に高かった。
本当に大人は意味を見出しているのか？
意味を見出す過程が人生なのか？
まさか仕事が人生とか言ってないよな？
いろいろ考えてしまった。

婚前交渉が絶対に間違っていると思う人が日本人では8％と低く、みんな意外にもありだと思って
いることがわかった。もっと高いと思っていた。
そんな意外な情報がいろいろ入ってくる本です。

すべて 260P (120分) 75-82、102-111 2012/06/18 21:30:21

 

bird
☆☆☆☆

こういうランキングはテレビとかでよくみるけど、ここまで種類をそろえているデータはなかなか
ないと思った。ただ、そのデータ解析が恣意的というかかなりいい加減なので話半分にみるといい
と思う。

仕事が第一ではないと考えてる
日本人が2.6しかいないのは衝撃的！

16-260ページ 245P (80分) 178-179ページ 2012/06/18 14:16:18

 

みーるすとーん
☆☆☆

様々な項目の世界ランキングデータをもとに、それから推測される日本人の価値観について述べら
れている。基本的に各項目については少し触れるのみなので若干物足りないかもしれない。考える
切欠になればよいという程度か。

※なお、あとがきにある「国際日本データランキング」は現在閉鎖されているようだ。

すべて 260P (75分) 2012/06/09 18:48:40

 

w
☆☆☆

こんな時代になっても、国による違いは大きい。

特に興味を持ったのは”先祖の霊的な力はあると思うか”という項目。
際立って高いのは日本であった。

58-99 42P (30分) 2012/05/29 12:35:06

 

R2
☆☆☆

国際的に行われた調査をもとに、日本人の価値観をランキング形式で世界と比較すると、どんな位
置にありどんなことが分かるのかが様々なトピック別で書かれている。
濫読に向いていると本だと思った。目次を見て、気になる項目があればそこを読む、という風にす
るのが良いと思う。
日本人の価値観についての解説だけでなく、他の国々の価値観の解説もあり、むしろそっちの方が
興味深かった。

1-100,215-260 145P (60分) 5-12 2012/05/18 15:33:03

 



とまと
☆☆☆

メディアを信じるのか?信仰は強いのか?など様々な質問に対し、日本人の回答と、世界との比較が
羅列してある感じでした。
目次に「質問」と「回答・比較」がまとまっているので、かなり濫読向きです。

1-12, 25-41, 93-100,
215-243 60P (60分) 目次 2012/05/03 16:36:18

 

onicapla
☆☆☆

様々なトピックに関して世界との相対的な位置をデータから示しています。全ての章を淡々と分析
しランキングを掲載しているだけなのであまり読み物として面白いのか、むしろ読み物と言ってい
いのかよくわかりませんでした。興味のある分野だけぱらぱらめくってさらっと読めばいいと思い
ます。全体的に浅く広く過ぎて、刺激が足りなかったです。

101-214,245-260 128P (30分) 特になし 2012/04/24 01:05:37

 

佐倉
☆☆

トピックがたくさんあり、どれも「気になる、ちょっと読んでみたい」と感じさせるものでした。
ですが、多くのことが羅列されている割には結果については特に「意外！」と感じることはなかっ
たです。日頃思っていることの再認識などはありましたが…例えば、日本人のオタク度が高い、な
ど。

筆者本人も「はじめに」において言っていますが、データの制約が大きいのですね。
よって私の立ち読みポイントは「はじめに」です。
日本人がランキング好きでであり自らの立ち位置にこだわりが強い人が多いということにも納得で
すし、曖昧とはいえデータ収集が簡単ではない多くのトピックを提示し、私たちに日本人である自
分を見つめなおす機会を与えたという筆者の気概こそがこの本の魅力であると私は思いました。

全部 260P (120分) はじめに 2012/04/20 15:25:31

 

プー
☆☆☆

日本人は世界と比較したとき，どう思っているかを知るいい機会になった．今回は気になった単元
のみを拾い読みした形となったけど，どれも納得させられるものが多かったと思う．

日本人は海外旅行が好きだが短期滞在が多いとか，働きすぎだといわれるけど上司が帰らないから
いつまでも会社に残っているとか，なかなか面白い視点から日本人を見た本だと思います．

15-56,67-100,173-
180,215-250 110P (60分) 42-48 2012/04/17 09:04:47

ＴＯＰへ 

http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=47#TOP
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2100年、人口３分の１の日本

著者名 鬼頭 宏 発行年 2011年

出版社名 メディアファクトリー ページ数 230ページ

値段 740円 ISBN 978-4840139038

コメント
なんだかセンセーショナルなタイトルの本です。たたた、たいへんだ！ 高齢化で日本が潰れちゃう、みたいな。
でも、じたばたしても始まらないわけですから、もし渡来人がいっぱい来たら飛鳥時代みたいになるのかなあ、なん
ていう思考実験と読むのがよろしいかと。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

こっこ
☆☆☆

日本の人口減少が狙い通りだったというのが衝撃だった。
支える側よりも支えられる側の方が多いという事態を
どうやって乗り切ることができるのだろう。
海外に依存したくないけれど…

1-58, 90, 117, 154,
189, 215, 216-224 72P (120分) 2012/07/30 23:56:27

 

とんぺい
☆☆☆

まさか今の日本が1974年の目標通りだったなんて・・・
それなのに現状は「出生率がー、人口がー」と言って慌てふためいてるんですね。

章末にまとめがあったので、ざっくりと内容を把握できました。
さすがに人口の１/３が外国人になってしまったら、ここはもはや日本ではない気がする。

全部 228P (150分) 2012/07/25 16:32:02

 

F-H304
☆☆☆

悲観的にみるのではなく、人口減少を客観的に見て将来をより良い方向にもっていくためにはどの
ようなことをすればいいのかがよくわかった。

1-230 230P (45分) なし 2012/07/24 20:14:15

 

かやみん
☆☆☆☆

この本に書かれていることが、実際の政治ではどのようになされていくのか興味が湧いた。やるべ
きことをやってくれるのか少し不安ではあるけども。

各章の終わりにまとめが書かれていて、内容を把握しやすかった。
まとめだけ読んで興味があるところを遡って読むのもありかも。

1-215 215P (150分) 2012/07/16 08:43:17
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wors
☆☆

人口減少について多くの視点から書かれていた。
近未来の社会の形態についてしっかりとヴィジョンを作り、そこに向かうために必要なことを考え
る必要がある。

2050年の老齢人口率の予想はとても怖いと感じた。

全部 228P (150分) 92-96 2012/06/21 15:31:29

 

R2
☆☆☆☆

2100年の日本社会は果たしてどうなってしまうのか。
これから社会に出て行く身としてはとても興味深い内容となっていた。特に驚いたのは、日本政府
が40年近く前に既に人口増加ストップを願い、人口減少を望んでいたことだった。
2100年にどのような社会にしたいのかを考え、夢を描くことの必要性を筆者が訴えているように、
未来には希望があることを忘れてはいけないと思った。
日本と自分の未来について考える良いきっかけとなる本だった。

1-117、216-224 126P (100分) 216-224 2012/06/08 21:09:13

 

UT
☆☆☆

人口減少社会について様々な方面から書かれていた。ただ出生率を上げればいいというのではな
く、居住地の集約や移民にも触れられている。

11-58, 91-118, 155-
190 112P (90分) 第3章 2012/06/01 12:10:12

 

ボトムズ
☆☆☆

比較的読みやすかった。人口が減ったらいいことがなさそうだといく感じのことが書いてある。将
来はヨボヨボになっても死ぬまで働き続けなきゃいけない社会になるのかな・・・
でも結婚もなぁ・・・

全部 228P (360分) 2012/05/22 10:15:32

 

かっしー
☆☆☆☆☆

この本によると日本の人口が減りつつある理由は、もともと1970年頃に政府が行なった少子化政策
が原因で、手遅れになるまでなにもしなかったからだそうです。
でも、このまま行けばという話で、90年もあれば何とかなるんじゃないかなーって思います。どう
せその頃まで生きてないので、どうでもいいですけど・・・
また、日本のＧＤＰを現状維持するためには外国人労働者を増やす必要性があるそうですが、そう
やって日本の企業がどんどん外国人に乗っ取られて行くのだなと思いました。

全部 230P (200分) 2012/05/11 21:57:37

 

サン
☆☆

2100年という現在の人はほぼ生きていないであろう未来については正直想像しにくい。
2050年あたりにすればよかったのでは？

11-112 100P (60分) 2012/05/08 14:52:41

 

nm
☆☆☆☆

どこの都市の中心市街地活性化も、どうやって人を呼び戻すかを考えているが、もう全ての場所が
高密度化を目指すのは無意味だと感じた。
居住者、所有者の感情も考慮し、どう都市を縮小していくかが大切。

三章 21P (20分) 105,111 2012/05/01 10:23:44

 

プー
☆☆☆

少子化が叫ばれている中，実は日本政府は1970年代に少子化を政策として行おうとしていたという
ことがあったなんて知らなかった．政策を実行してから効果が現れるまでには時間がかかるという
ことを示す一例である．

また，この人口減少が起こった時にどのように対策を行うべきなのか，具体的には外国人労働者の
受け入れや高齢者の社会参加などあるべき姿を提案しているため，今後の日本を考えさせらる契機



となる本である．

1-90 90P (60分) 2012/05/01 09:02:44

 

onicapla
☆☆☆☆☆

2100年は自分は生きていないので関係ない気持ちがどうしても強い。2050年は自分は62歳、そろ
そろ高齢者。（2050年にはまだまだ働き盛りになっているかもしれない。超高齢者社会ではその可
能性は高いと思う。）本書にもあったが、確かに、将来の高齢社会を想像するとき、高齢者は自分
達なのだと考えると、色々なことが見落とされていることに気づく。2050年の高齢者はインター
ネットを使いこなして、農業の方法を知らない人だらけかも知れない･･･なんだか小鹿の足で立って
るような、危なっかしい国になりそうな気がする。。。とりあえず、本書は読んで損はしないで
す。面白かった！個人的にも手元に置きたくなって買いました。

11-58、91-154ページ 110P (90分) 100-116 2012/05/01 00:50:10

 

ocean
☆☆☆

2100年に日本の人口は現在の約三分の一くらいになってしまうという話。でも悲観的なことばかり
が書かれているわけではなくて、どうしてそのような道を日本がたどっているかについて述べてい
る。読んでいる最中、最近とにかく多いと感じる外国人労働者の存在ってどう考えてんのかなと考
えてました。後半に書いてあるかもしれませんね

1-70 70P (70分) 2012/04/27 18:41:04

 

darvish
☆☆☆☆

現在、人口減少社会が問題となっているが、実は1974年には日本政府が目指していた姿でもあるこ
とが滑稽でもある。

ただ、実際に人口減少社会はやってくるものなので、どのように適応していくかも考えなければな
らない。

また、ライフスタイルの変化、人生で2度結婚する、単身高齢者の増加なども考えられ、それにも
適応していかなければならないということを考えさせられる本である。

1-90ページ、119-190
ページ 162P (40分) 119-190ページ 2012/04/23 23:55:28

 

ごん
☆☆☆

普段の生活の中ではあまり考えないけれど、日本は確実に人口減少社会へと突入しているのだなぁ
と考えさせられます。遠い未来ではなく、私たちの生きている近い将来に。
現代社会を考える上で外せないキーワードについて考えたい人にお勧めです。章の終わりにまとめ
のポイントが載っているのでわかりやすいです。

22-192 175P (120分) 58,90,117,154 2012/04/20 15:01:51

ＴＯＰへ 
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任天堂“驚き”を生む方程式

著者名 井上 理 発行年 2009年

出版社名 日本経済新聞出版社 ページ数 288ページ

値段 1,700円 ISBN 978-4532314637

コメント
人生のたくさんの時間をお世話になってきた、いやたぶん今もお世話になりつつあるゲームの世界のお話。
京都の花札屋がいかにして世界制覇を成し遂げたか？ なんてまとめると、ありがちサクセスストーリーっぽく聞こえ
るけれど、どうしてどうして、この会社はタダモノではない。「最先端じゃなくてイイ、枯れた技術でじゅうぶん」
「僕らは役に立たないモノを作ってる」、経験に裏打ちされたスゴイ言葉がぽんぽん飛び出してきます。数時間のイ
ンタビューをお手軽にまとめたのとは底力の違う、取材の手あつさがあってこそ。気合いの入ったルポルタージュで
す。
そして何より、社長の岩田さんが我らが東工大の大先輩だってことに、アツくなれる……はず！

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

みーるすとーん
☆☆☆☆

現在、ニンテンドーDSやWiiなどによって好調を続ける任天堂の哲学について、社長などへの取材
を通して述べられている。
業界の中だけでなく、外もしっかり見ていないといけない、ということを思った。

すべて 288P (98分) 2012/07/27 10:52:08

 

bird
☆☆☆☆

スーパーファミコン、ゲームボーイ、ニンテンドー６４、ゲームキューブ、DSと僕は任天堂のファ
ンですが、任天堂のシンプルで面白いゲームに至る過程が面白かったです。
面白いものは売れる、面白いものでなければ売らないというのは本当に尊敬できる。

7-304ページ 298P (150分) 54-61ページ 2012/07/13 12:57:38

 

luffy
☆☆☆

最初の二つ章について、ndとwiiの開発秘話など、非常に楽しく読むことができた。
マリオは子供からずっと付き合ってくれている。とても懐かしい

1-67ページ 67P (30分) 17-67ページ 2012/07/05 15:28:52

 

かやみん
☆☆☆☆

任天堂のDNAを語るにあたって、昔から今に至るのではなく、逆にどんどん遡って行くのが面白く
感じた。
ものを創りだしていくのはやっぱりシステムではなく人なんだということも、本を読んで改めて確
認した。

全部 280P (180分) 2012/07/01 20:46:19
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yabaku
☆☆☆☆

今まで何も考えず、楽しんでプレイしていたゲームの裏側を知ることができて、面白いと感じた。

1-288 288P (120分) 2012/06/26 19:35:47

 

ahoyan
☆☆☆☆☆

物心ついたときからお世話になってきた任天堂さん。常にプレイヤーをわくわくさせてきた任天堂
の原点をこの本で理解することができた。ニンテンドー最高！

1-290 290P (120分) 2012/06/26 13:03:10

 

ocean
☆☆☆☆

任天堂のこだわりには尊敬の念を持たねばならないと感じました。
お客様主体で考えるとかはよく言われていることだけど、あそこまで厳しく使いやすさを追求する
姿勢というのはまだまだ他の会社では詰めれていない気がする。

全部 280P (200分) 中盤 2012/06/05 15:37:24

 

Azel
☆☆☆☆

あとがきに気になるところがあったので最初に読んでみた、 ゲームなどコンテンツビジネスにおけ
る競争原理の裏側 競争相手ではない敵の存在 ゲーム会社の経営陣ならわかっていてほしいことだけ
ど意外とわかってない会社もいる。それが直接の原因かどうかは分からないが潰れる率が尋常でな
いのにも関わってはいるのだろう。

『最新技術をこれでもかと投入する3DアクションやRPGなど』『ゲーム性や技術などを求めないラ
イトユーザーに徹底特化したソーシャルゲーム』『コアユーザー向けに超難化したマゾゲー』 ここ
に挙げた3系統のゲームは、それぞれに需要層があってそこをターゲットに狙ったものだ。任天堂
はこれの間をとっているにも関わらずどっちつかずにならずに広い層のユーザーを獲得している。
このとんでもないバランス感覚があるからこそ、飽きという得体の知れない強敵と渡り合えるのだ
ろう。

1,5-last 150P (125分) 201- ,297- 2012/06/05 09:32:23

 

キノコ
☆☆☆☆☆

みんな大好き任天堂の内側の話．
ある意味「異質」な企業だったと感じた．

全部 311P (250分) 49-76ページ 2012/05/29 12:35:19

 

UT
☆☆☆☆

任天堂の顔である宮本さんのお話が興味深かった。

15-138 124P (100分) 3章 2012/05/27 21:51:46

 

F-H304
☆☆☆☆

今、日本各地が不景気だと大きなニュースになっているが、その中でも業績を上げている会社があ
る。任天堂もそのひとつである。どうすれば業績を上げられるかは自分が将来どのような会社に就
職しようとも重要な仕事の一つであるのではないか。将来どのようなことをすれば自分の所属する
企業が競争に残れ、自分の出世にも繋がるのではないかと思われる。

1-288 288P (75分) なし 2012/05/21 21:13:30

 

nm
☆☆☆☆

あまりゲームをしない私でも知っている、有名な任天堂のゲームについて、その裏側を知る事がで
き面白かったです。

全部 288P (120分) 2012/05/01 10:06:09

 

hitsea
☆☆☆☆

やったことがあるゲームの裏側が見えて非常に面白かった．
最近のゲーム機は全く持っていないが，つい買ってみたくなる
ような内容だった．



17ページ-304ページ 287P (80分) 2012/04/27 15:06:12

 

wors
☆☆☆☆

任天堂製品が売れるわけがよくわかるが、
逆にGREEやモバゲーがより生活に密接な位置にいて
成功しているのも感じた

だがゲーマーとしてはSONYやMicrosoftには頑張って欲しい

7-10 101P (150分) 第１章 2012/04/23 11:22:55

 

oiltaro
☆☆☆☆

自分もニンテンドーDSを持っているるが、この本を読んだらまんまと自分も任天堂の戦略に踊らさ
れているなと少し悔しい気持ちで読んでいた笑
まさに６４世代だったので開発秘話など、非常に楽しく読むことができた。

1-217 217P (180分) 1-35 2012/04/21 16:31:03

 

ナラヅケ
☆☆☆

任天堂は今や日本人なら誰でも知っている会社であるし、Nintendoとして世界でも広く知られてい
る。昨今では、「ニンテンドーDS」や「ニンテンドーWii」が大ヒットし、他社との売り上げ競争
にぶっちぎりの差をつけてきた。
この本は、そのDSやWiiの開発秘話に触れながら、これまでの任天堂が歩んできた道のり、受け継
がれてきたDNA、そしてこの不況の時代においても任天堂が成功している理由が述べられていま
す。ゲームの内容や機器の紹介が事細かに書かれている部分に関しては、読むのに疲れてきます
が、任天堂の本気のものづくり、これ以上にない謙虚さ、そして、すべての人に驚きを提供したい
というエンターテイメント性は非常に勉強になります。そういった部分を読むだけで、得られるも
のがあると思います。

7-303ページ 297P (300分) 139-181ページ 2012/04/15 14:47:04

ＴＯＰへ 
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奇跡のリンゴ

著者名 石川拓治 発行年 2008年

出版社名 幻冬舎 ページ数 192ページ

値段 1,300円 ISBN 978-4344015449

コメント
変わりもんの困りもん。津軽弁でカマドケシと呼ばわるそうな。
そのカマドケシさんが、変わりもんであるがゆえに成し遂げてしまった、とんでもミラクル無農薬リンゴ。
徹底的に現場主義、リンゴの木から一歩も離れずに語られる体験談がすがすがしい。なるほど、生態系を殺すことか
ら農業って始まるんだね、と納得。
九年ぶりに白い花を咲かせたりんご園。木村さんと一緒にお花見をどうぞ。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

みーるすとーん
☆☆☆☆☆

無農薬のリンゴ栽培に挑戦した経緯と過程、そして結果について書かれている。
比較的飽きっぽい私にとって、まず年単位でものごとを続けられること自体が凄いと思った。
内容については言うまでもない。

すべて 192P (88分) 2012/07/27 10:43:32

 

俺が村田だ！
☆☆☆☆☆

凄い物語だった。

まさか学生室で泣くとは

この本に出会えたことだけでも授業をとった価値があると思った。

全部 250P (180分) 2012/07/20 00:06:36

 

oiltaro
☆☆☆☆☆

感動した。あきらめない心は大切だと実感した。

1-192 192P (120分) 1-192 2012/07/03 12:43:39

 

サン
☆☆☆☆

面白かった、その一言に尽きる。

たかがリンゴ、されどリンゴ。

みなさん、とりあえず読んでみましょう。

1-200 200P (120分) 2012/07/03 10:41:17
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R2
☆☆☆☆

若干父親似ている顔な気がした表紙の木村さんの写真，いい笑顔をしている．しかし，この笑顔の
裏には想像を絶する苦難と苦悩の過去があった．不可能と言われた無農薬リンゴへの挑戦と，木村
さんの意地にも近い揺るぎない信念に感動した．
人間がリンゴを作るのではなく，リンゴの木がリンゴを作る．人間はその手助けをするだけ．人間
の傲慢さに改めて気づかされました．あっという間に読んでしまえる本です．
食べてみたいなー，木村さんのリンゴ．

1-253 253P (150分) 210-211 2012/06/25 12:39:23

 

takenokonosato
☆☆☆☆☆

何気なく読み出したら止まらなかった。
答えに気付いたときの木村さんの内面の描写もリアルで、読んでいて飽きなかった。
読み終えて、すがすがしくなる一冊です。

全部 253P (150分) 全部 2012/06/19 13:00:52

 

コアラ
☆☆☆☆☆

今までは絶対に不可能と言われたリンゴの無農薬栽培に挑戦した話。
木村さんの信念、挑戦する気持ちに心を打たれた。自分のやりたいことにまっすぐ突き進むことの
すばらしさを改めて実感した。

1-253 253P (240分) 2012/05/11 10:33:37

 

ocean
☆☆☆☆☆

リンゴの無農薬栽培という絶対不可能に立ち向かった男の話。壮絶な苦悩と努力の継続が綴られて
いる。読めば普通に感動するし、今の自分が安定な場所にいるなあと感じる人が多いと思う。表紙
の写真から受けた木村という男の印象により、他のこういった類の話よりもずっと感情移入しやす
かった。いい表紙だなと思います。

全部 250P (250分) 2012/04/27 19:05:16

 

ナラヅケ
☆☆☆☆☆

現代のリンゴは、様々な品種改良の結果、無農薬では絶対に栽培できないと言われている。絶対
に。そう、絶対に。その絶対に挑戦したリンゴ農家がいた。名は、木村秋則さん。この本には、木
村さんのリンゴの無農薬栽培に挑戦した苦難の道が綴られている。
ただ、つらつらその内容が書かれているだけでなく、我々が現代を生きていく上で、気付かされ
る、考えさせられるメッセージを木村さんは発してくれる。私が挙げた立ち読みポイントを読むだ
けでも、この本から学ぶことはあると思います。おススメです！！

5-253 249P (200分) 154-160,210-211,222-
224 2012/04/23 13:30:14

 

F-H304
☆☆☆☆

これは、あるリンゴ農家が従来実現不可能とされたものを実現させるノンフィクションの本であ
る。この人は、他人が自分のことをなんと言おうと自分の正しいと思ったことはひたすらやり続け
る強い信念を持っている。これこそが不可能を可能にする原動力であるのは間違いない。また、実
際に成功するまでに９年という長い歳月がかかっているが、その間ずっと自分を信じて実行し続け
る我慢強い性格も大切であると思う。木村さんの強い意志を感じてもらうため、ぜひともこの本は
全部読んで頂きたいと思う。そのため、あえて立ち読みポイントは設置しなかった。

1-192 192P (45分) なし 2012/04/14 16:15:28
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チェンジメーカー 1・２

著者名 渡辺奈々 発行年 2005年

出版社名 日系BP社 ページ数 459ページ

値段 1,600円 ISBN 978-4822244644

コメント
女のひとが多いなあ。ひいふう……18人のうち12人。
みんな笑顔がきれいだなあ。
世の中のためになる仕事。そんなのは、才能と運に恵まれたごく一部のエリートさんにしかできないさと思っていた
けれど、今日び、意外とそうでもないみたい。国境なき医師団のようなシニセでなくても、いろんなNPOが生まれ
て、この社会の歪みを正そうと、しなやかに真剣に働いている。もしかして、その仲間たちのなかに、あなたの居場
所があるかもしれない。
「地の塩」という言葉を思い出しました。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

takenokonosato
☆☆☆☆

押し付けるチャリティは無駄、ニーズがきちんとあり、経済援助によって具体的に測定可能な効果
を生むことが大事。
たしかに、よく有名人とかがチャリティをやっているけど、ただの自己満ばかりな気がする。

36-43 8P (10分) 36-43 2012/07/21 16:34:15

 

ナラヅケ
☆☆☆☆

世界には、これだけも社会事業をしている人がいたのか！！と勇気をもらった。紹介されている人
はほんの一部だと思うので、世界には、人の役に立ちたいと心から願っている人がまだまだいると
いうことになる。いつか、この人たちと一緒に仕事をすることが出来たなら…。私の夢がまた一歩
加速した瞬間でした。

の24-35,104-117 26P (40分) 2012/07/10 09:13:34

 

oiltaro
☆☆

あまり面白いとおもえなかった、具体的にどこがとはわからないが

1-36 36P (20分) 1-36 2012/07/03 12:45:07

 

F-H304
☆☆☆

社会企業家は日本ではほとんど知られていないし、自分もそんな仕事をしている人がいるなんてい
うことを全く知らなかった。そのような自分が読んでも分かりやすく、理解しやすかったので社会
参加を積極的に行うきっかけとなってくれるのではないかと思う。

1-195(1巻全部) 195P (45分) なし 2012/06/21 22:24:45
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onicapla
☆☆☆

日本も近年どんどん社会企業家が増加して、就職の選択肢の一つに当たり前になってきているよう
に思う。最近社会人になる人たちの多くは生まれたときからスーパーファミコンがあり、もので飢
えたことがあまりない豊かな世代であるため、もう金銭的な上昇志向というか、お金を稼ぐことで
人生を満足することは無くなって、もっと精神的な満足だったり、人生の意味を求めるようになっ
たと言える。だから一流企業に進むこともNPOに就職することもフラットに見ることができる。む
しろ社会に貢献して自分の人生の意味を比較的感じやすい後者の方が好まれていくだろう。そうし
た意味でこの本では様々な人々の価値観、自分の人生への思いが見える本だった。ただし、文体や
構成がつまらなすぎる。本としては全く魅力的でない。事例を少なくもっと1事例あたりを多くす
るかもっと事例を多くして社会企業家事典として使えるくらいにするかして欲しい。中途半端な印
象が強かった。

1巻 34-195 161P (100分) 184-195 2012/06/11 20:26:21

 

UT
☆☆☆

授業でも聞いたことのある社会起業家の国内外の事例が載っていて、ビジネスに目をつけたきっか
けなどがわかり易かった。

 24-49, 64-75, 104-
117, 144-157, 240-258 85P (60分) 240-258 2012/06/04 00:46:39

 

ザ・ニンジャ『順逆自
在の術』
☆☆☆☆☆

テロを防ぐことは空港の警備を強化することだけではない。
虐げられている国の声を聞くことにその本質がある。
綺麗事っぽいけど、こっちのほうが好きだなぁ。

10-23, 50-63, 64-75,
118-131, 144-157 63P (30分) 忘れられた小国のため

の外交戦略立案家 2012/05/29 12:31:56

 

yabaku
☆☆☆☆

人と国の双方の視点からみても大きな変革を与えた社会起業家の活動が、すごくシンプルなモデル
に基づいていると感じた。

1-63 63P (30分) 2012/05/22 19:00:16

 

だもん
☆☆☆☆

他の方も指摘している通り、文体が単調なので、
ちょっとずつ読むのに向いている本です。
おすすめポイントは、名誉の殺人のJさんのお話です。
そこだけでも、読んでみてください。

全部 252P (360分) 104－131 2012/05/11 17:23:05

 

wors
☆☆

社会起業家の話が多くのっていて活動家の素晴らしさを知ることができるが、文調やまとめ方がと
てもつまらなく 読むのが大変だった。
もし読むのなら自分の気になったトピックを読むのがいいと思う。

94-196 102P (90分) 18章 2012/05/04 23:12:20

 

かやみん
☆☆

社会起業家について、個々の事例を取り上げて読者に伝えてくれる。
はじめのうちは、そういう仕事もあるのかと興味を持つものが多かった。
ただ、読み進めていくと、人物紹介の繰り返しで単調に思えきて、すぐに飽きてしまった。

1:1-112 112P (150分) 2012/04/24 13:01:09
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「社会を変える」を仕事にする

著者名 駒崎弘樹 発行年 2007年

出版社名 英治出版 ページ数 245ページ

値段 1,400円 ISBN 978-4862760180

コメント
そんなにゴタイソウな理想や使命感があったわけじゃないんだ。
ベンチャーやってて、ふと行き詰まって、じゃあなんか、金儲けじゃないことやってみっか、みたいな。
ワーキングママたちのために、子供が急病の時に預かってくれるNPO「フローレンス」を立ち上げた駒崎さんの、い
きあたりばったり、でも大まじめでアツい浮き沈み人生。
ポコンポコンとキーワードが大きなフォントになってて、そんな工夫も駒崎さんの人生みたいにメリハリがあって
◎。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

みーるすとーん
☆☆☆☆

エピローグの後の文章（付録と呼べばよいか）に得るものが多い。
プロローグとエピローグ以降しか読んでいないが、非常に親身な文体に著者の人柄が見える。

プロローグ、エピロー
グ以降 59P (21分) 2012/07/31 22:11:29

 

oiltaro
☆☆

社会企業家という言葉がなんか好きになれません。

1-36 36P (30分) 1-36 2012/07/30 16:17:55

 

だもん
☆☆☆☆☆

「プロボラ」というポジションについて初めて知りました。
自分でNPOを立ち上げなくても、自分の専門性や職業を生かしてNPOを支援することで社会貢献が
できるのが素敵だと思いました。
もし将来ある程度お金にゆとりができたら、やってみたいと思いました。

179-229 50P (30分) 4章、5章 2012/07/30 16:16:51

 

Quuyi
☆☆

学生企業家やNPO代表、ボランティア代表って大企業に就職することを否定して、起業するのがい
いって盲信してる人多いよね。もはや宗教みたいな感じがする。大企業に一旦入って、そこから起
業してもいいのにね。

全部 242P (150分) 2012/07/25 10:36:42

 

ＮＰＯは非営利組織のことを指すが、それが何を意味しているのか、また実際には何の役割を果た
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F-H304
☆☆☆☆

しているのかということがよくわかり、今の日本の問題点があらわにされている。筆者がベン
チャー企業とは一線を画し今の日本のために出来ることをやろうとしている姿には、我々も見習わ
なければならないと強く感じた。

1-245 245P (45分) なし 2012/07/09 21:58:29

 

ocean
☆☆☆☆

せっかく一生懸命働くならば、周りの人と同じような流れに乗ってやみくもになるのではなく、た
まには落ち着いて自問自答してみることは必要なんでしょう

1-50 50P (30分) 2012/07/03 16:12:09

 

darvish
☆☆☆☆☆

いわゆる「レールから外れる人生」のススメみたいな本。

面白いこと、やりたいことを追い求めていきたいと思った。

全部 254P (90分) 全て 2012/06/17 20:07:56

 

とまと
☆☆☆☆

立派なタイトルなのでお堅いのかな、と思っていたが、とても読みやすかった。もう少し自分に余
裕があれば全部読みたかった本です。

59-152 94P (50分) 2012/06/12 13:08:47

 

onion
☆☆☆☆

社会企業家という仕事について初めて知りました。NGOって利益を上げていいんですね。
今の日本の現状をみていると小さな政府になるのは目に見えているので、行政で補えない部分を
NGOが支えていくというのはすごくいいと思いました。
立ち読みポイントにあげた部分は日本人の良くない気質を語っている部分んで、共感しました。

文章が口語的で個人的にはもう少し、硬い文章が好きですが読みやすいし、著者の雰囲気がよく出
ていて良かったです。

「自分がしたいことは何か」って常に考えて目標を見失わないようにしたいです。

1-254 254P (150分) 199-204 2012/06/08 16:03:36

 

七氏
☆☆☆☆

前半は、社会起業家である筆者の実体験を踏まえながら、
起業までの過程を追体験させてくれる。
起業というカテゴリに囚われることなく、
社会に出るにあたっての一つのビジョンを描いている。そんな本。

就活を目前に控えた人にとっては割とタイムリーなネタなので、面白く読めると思う。
ノウハウ本というよりも、起業物語といった印象。
このまま読み進めます。

全部 245P (200分) 前半(社長辞めるまで) 2012/06/02 16:07:53

 

由乃
☆☆☆

「あなたが、見たいと思う変革に、あなた自身がなりなさい」
ガンジーのことばが強く心に残る。

参加するならフルコミットしなければと思いがちだけど、
意外と話し合ってみたら二足のわらじでいけるかも、
というのは良いアドバイスだと思いました。

いきなりのめりこむのは気が乗らなくても、
少しずつでも知っていくことで世界がちょっとずつ変わると思います。

1-254 254P (160分) 2012/05/27 13:29:20

 



UT
☆☆☆☆

これから就職するにおいて、本当に自分がしたいことは何なのか、社会に向けて何ができるのかを
考えることができる。

11-41,153-243 122P (100分) 第５章 2012/05/21 18:24:15

 

20代男性
☆☆☆☆

くだけた文章や、ユーモアを混ぜながら書かれているので、とても読みやすい。

今まで知らなかった病児保育の問題について、自然と知識も入ってきた。
病児保育の問題により、満足に働くことができない人がいる。
病児保育という社会の問題を発見し、解決策を考え、実行に移せたことは素晴らしい。社会起業家
とはまさに社会工学的な仕事だと思う。生活が可能ならば、駒崎さんのようにNPO法人で働くのも
いいかもと思った。もしかしたら、人生を変えるかもしれない一冊。

ただ、筆者は優秀で、謙虚だとよくわかったが、ちょこちょこ自慢っぽいのが気になった。

11-248 238P (200分) 第4章 2012/05/15 15:29:01

 

ナラヅケ
☆☆☆☆☆

「病児保育」という社会事業を立ち上げた著者、駒崎さんの話。

著者はもともとNPOなどに興味があったわけではないが、ひょんなことから社会起業を始める。そ
の事業を始めるきっかけに始まり、社会から評価を受けるまでの苦難の道のりを、独特の文章体で
書いている。

この本を読むと、駒崎さんのユーモアがあふれているけど、でも真剣に熱く問題と対峙していく人
となりに魅かれ、読み終わった時には、twitterでフォローしてしまっていた。本当に楽しい人であ
る。心打たれるメッセージも多数収録。

1-254 254P (200分) 226-229 2012/05/06 11:14:28

 

ごん
☆☆☆☆☆

誰しも一度は「社会を変えたい」と思ったことがあるだろう。こんな世の中でいいのだろうか、ど
うにかしたいと。
でも日常生活の中でそれを見失っていく。あきらめていく。。

「社会は変えることができる」それを証明してくれる一冊。今学生で良かった。自分にも何かでき
るかもしれない。そんな気持ちが湧いてきます。

1-254 254P (200分) 226-229 2012/04/30 22:37:34

 

ザ・ニンジャ『順逆自
在の術』
☆☆☆☆☆

かつて、こんなに熱い本に出会ったことはない。とても勇気をもらった。

壁にぶつかったときは、とことん考えるのがいいと思う。そして、思い立ったら即行動に移すのが
良い。著者は、IT社長になり、自分が本当に何がやりたいのか真剣に向き合い、NPOという答えを
出した。大切なことは、何になるかではなく、何をやりたいかだ。

日本のために何ができるか。
この本を読んでいたら、日本を変えたいと思えてきた。別に政治家にならなくても世の中を変える
ことができると思うと、今後の人生が楽しみになってきた。

また、悩んだら相談できる相手がいるというのは人生においてとても重要なことのように思える。
著者は、いつも頭の中に味方がいて、誰かに励まされたり、アドバイスをもらったりしていた。人
との出会いを大切にしようとおもう。

1-254 254P (300分) 135-141 2012/04/20 13:24:38

 

コアラ
☆☆☆☆

今までなじみのなかったNPO法人についてわかりやすく説明しており、かなり読みやすかった。
キーとなる言葉を大きく書いてあるところがこの本をさらに読みやすくしている。
著者が会社を起業して多くの仲間の協力により、様々な困難を乗り越えていく姿が魅力的だった。

1-254 254P (300分) 47-49 2012/04/12 12:47:37
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「２０円」で世界をつなぐ仕事

著者名 小暮真久 発行年 2009年

出版社名 日本能率協会 ページ数 209ページ

値段 1,470円 ISBN 978-4820717416

コメント
テーブルフォーツー。社員食堂でヘルシーメニューを選ぶと、あなたが支払ったうちの20円がアフリカの子どもの給
食になります。東工大生協でも始まりましたね。
先進国の肥満と途上国の飢餓を一挙に解決してしまえという欲張りアイデアをビジネスとして成り立たせてしまった
小暮さん。そのサクセスの舞台裏トークですが、パートナーシップの築き方やブランディングの手法など、ふつうの
仕事に置き換えてもしっかり適用することができます。
その点、フローレンスの駒崎さんよりクールで論理的かな。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

Quuyi
☆☆☆

2000ページも超えていて、記念すべき20冊目はこれにしました。熱い思いが伝わってくる冒頭でし
た。

１‐5 5P (2分) 2012/07/29 21:10:44

 

wors
☆☆☆

日本では職員の給与というものについても否定的で困るというところで確かにそういう風潮や考え
があるなと思って大変さを少し理解できた。でも確かに職員の給与は活動の支援金などから捻出す
る事ができるのなら活動資金とは別の会計であるべきだとは思う。

2-25 24P (15分) はじめに 2012/07/23 23:18:24

 

takenokonosato
☆☆

社会を変えたいという熱い思いが、よく伝わってくる。
ここまで考えているのかという箇所がいくつもあった。

３章 75P (30分) ３章 2012/07/21 16:53:18

 

のん
☆☆☆☆

コンサルティング会社で感じる限界、エンターテイメント業界への興味、3つの軸など、彼のた
どった道のりは自分の思考と重なる部分が多く、とても驚いた。彼は、実際に思いを実行し経験を
積んだ上で、社会企業家という道を選んだけれど、自分はどうだろう。
『貧困の終焉』という本は読んでみたいと思った。

全部 209P (100分) 2012/07/16 21:02:18

 

この人のように軸を持った人間になりたい。

http://www.historians.jp/books_list.php
http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=53
http://www.historians.jp/comment_set.php?book_id=53
http://www.historians.jp/pro_list.php
http://www.historians.jp/self_pro.php
http://www.historians.jp/bbs.php
http://www.historians.jp/books_list.php
http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=53
http://www.historians.jp/comment_set.php?book_id=53
http://www.historians.jp/pro_list.php
http://www.historians.jp/pro_list.php
http://www.historians.jp/self_pro.php
http://www.historians.jp/self_pro.php
http://www.historians.jp/bbs.php


ahoyan
☆☆☆☆

1-212 212P (120分) 2012/07/09 14:10:55

 

historians
☆☆☆☆

マッキンゼーからなぜ社会起業家になったのかの部分を読んだのだが、納得いく理由だった。彼の
ように自分の信念に沿って仕事が出来るとよいと思う。

２章 40P (20分) 2012/06/26 13:24:17

 

F-H304
☆☆☆

東工大の食堂でも行われているTFTの活動だが、その実態について知っている人はほとんど居ない
のではないか？殆ど知られていない状況でも、一人でも多くの子供達を救いたいという強い思いが
会社の役員たちの気持ちを動かし、世界で多くの子供達を幸福にしてくれている。また、この取組
は他のボランティアとは違い、すぐに出来ることであるので、自分に出来ることからやっていこう
と思うことも出来るだろう。自分もTFTセットを積極的に利用しようと思う。

1-209 209P (45分) なし 2012/06/14 07:49:14

 

プー
☆☆☆☆

会社に入るだけが仕事じゃない．
NPOに入って発展途上国の支援を行うことも立派な仕事であるということをつ伝えられた．

視野を広げるという意味でもよんでみてもいいかも．

1-99 99P (40分) 2012/06/12 12:19:08

 

gorugo13
☆☆☆☆

NPO法人に興味があったので、この本を通して社会事業に携わりたい気持ちが強くなった。
NPOは一般企業よりも少ない予算で運営をしなけれなならないので、マネジメント、マーケティン
グ、営業能力などをより強く求められることを知った。
将来、NPOで働くことを見据えて、上記したような能力が見に付くキャリアパスを考える必要性を
感じた。

1-209 209P (120分) 137-138 2012/05/29 12:38:07

 

サン
☆☆☆

タイトルと違い、中身はスタンダードで読みやすい。

コンサルの話もあるので、就活前に読むのもいいのでは。

4-31,60-99 70P (30分) 2012/05/08 14:50:26

 

長野に先いかれた
☆☆

NPOにおいて報酬、評価の難しさは正直否めないと思った。
著者の仕事の思いはよく伝わるのだが、TFTのビジネスモデルを結局詳細に知ることは難しいと感
じる。そこはもっと書いてくれないと困る。

印象に残ったのは、多くの戦略系コンサルタンツからも聞いているが、組織の意識改革はミドルが
相当大事だと痛感した。

1-150 150P (45分) 60-99 2012/04/29 16:08:15

 

ナラヅケ
☆☆☆☆

途上国の食糧飢餓の問題は、私も取り組みたいと思っていたテーマだったので、この本はまさに教
科書だった。社会起業したい人は、まず最初に読んでおくといいと思います。社会起業がどんなも
のなのか、どんな流れで進めていけばいいのか、イメージ出来ない場合、この本を読むことでリア
ルに想像出来るようになります。具体的です。
ただ、実際にアフリカに食糧が届けられて、どういった仕組みで配られるのか、また現地の人の
話、写真といった、もっと感情に訴えかけるような内容が書いてあると、社会起業に興味が無い人
にでも、関心を持ってもらえると思ったので、星４つです。



4-212ページ 209P (240分) 2012/04/29 13:45:10

 

だもん
☆☆☆☆

第二章には著者が社会企業家になるまでのプロセスが書いてあります。
マッキンゼーでバリバリ働いていたことも大学生時代に海外のいろいろなところを旅したこともど
の話も面白く、またすべての経験が小暮さんの今につながっているのだと思いました。

60-99ページ 40P (15分) 第二章（60-99） 2012/04/24 13:04:16

 

コアラ
☆☆☆☆

著者である小暮さんの社会に貢献する仕事したいという気持ちを実際に行動に起こしたことに心を
打たれた。
先進国と発展途上国の問題を両方解決するというコンセプトも素晴らしいと思った。
また、自分自身がNPO法人ってビジネスとしてどのように成り立っているのかという疑問があった
が、この本を読んでNPO法人のありかたなども理解できた。

1-219 219P (150分) 166-168 2012/04/19 19:30:13

 

ダンボール
☆☆☆☆

東工大の食堂でもやっているTable For Two。
食堂で見た時には明確なコンセプトと２０円の意味付けにスマートさを感じたぐらいだった。
しかし、この本を読んでその背景にはNPOに転身するまでの紆余曲折とTFTがビジネスとして受入
れられ、成り立つまでの多くの困難があることを知った。
アイデアがビジネスになるのに必要なのはなにかというのを学ばされる本である。

全て濫読 219P (120分) 第２章（60-99） 2012/04/17 13:01:35

ＴＯＰへ 

http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=53#TOP


図書一覧

書籍紹介

読者投稿欄

プロフィール一
覧

自己プロフィー
ル

掲示板

 

イシューからはじめよ

著者名 安宅和人 発行年 2011年

出版社名 英治出版 ページ数 243ページ

値段 1,800円 ISBN 978-4862760852

コメント
研究や仕事を進めるツボが、手際よく開示されています。
要は、がむしゃらにがんばってもダメで、ポイントを押さえてからエネルギーを投入しようね、という、まあごくご
くあたりまえの、でもそうやすやすとは実践できないアドバイスがキモです。
論点の可視化のテクニックなどは、企業えらびやエントリーシート、グループディスカッションに即応用可能でしょ
う。
読み終えると「できる人」に一歩近づけた気がします、たぶん。カンチガイかもしれないけれど、そんなふうに自分
に元気玉をプレゼントする日をつくることもたいせつ。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

由乃
☆☆☆

調査結果としてイシューを設定するのではなく、
イシューを設定してから調査を行う方法論。

分析する際に、フレームワークを使う前の段取りがよく分かります。

まるごと 243P (180分) 1-100 2012/05/05 03:45:23
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米国製エリートは本当にすごいのか?

著者名 佐々木 紀彦 発行年 2011年

出版社名 東洋経済新報社 ページ数 254ページ

値段 1,575円 ISBN 978-4492223130

コメント
アメリカの大学は優秀？ 日本はダメ？ それってホント？ に答える本。
アメリカの大学から話は膨らみ、中国関係や歴史問題、国際政治に主義主張と、これから考えるべきであることが伝
わってくる。雑誌記者として、興味の集合知ともいうべき本。
野球好き（特にソフトバンクファン！）なら、迷わずp174は読んでみて！

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

F-H304
☆☆☆

解説がとても丁寧でわかりやすかったです。自分でも頑張ればエリートになれる！と感じることが
出来ました。

1-254 254P (45分) なし 2012/07/21 16:18:17

 

みーるすとーん
☆☆☆☆

米国のエリート教育の特徴を、日本などとの比較を交えながら解説している。
内容自体は得るものが大きいが、話の途中で急に提言が出てきたりするので若干面食らうことがあ
る。

すべて 248P (133分) 2012/07/18 08:12:10

 

のん
☆☆☆

やはり、努力した分だけ返ってくるのだと思います。がんばります。
また、歴史を学ぶ重要性が再確認できたことは、自信になりました。

1-38,209-248 78P (40分) 2012/07/17 06:46:33

 

サン
☆☆☆

国により人により価値観が違うので、当然賛成部分もあったり、反対部分も両方あったが、それで
も面白い本だった。

1-250 250P (180分) 2012/07/09 19:43:59

 

onion

なるほどと納得することも、えー？と思うことも。
現状に疑問をもたせるのが著者の狙いなのかなーと思いました。

スタンフォードに留学した立場から、今後の日本はこうするといいのではという提案をしていて面
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☆☆☆ 白かったです。
特にこれからの少子高齢化社会、労働人口不足を解決する方法として、中国人をどんどん受け入れ
るというのが新鮮で良かったです。

1-254 254P (200分) 2012/07/09 13:49:11

 

oiltaro
☆☆☆

結局勉強は自習がメインだという部分にはすごく共感できる。

1-68 68P (30分) 1-68 2012/07/03 12:48:26

 

かやみん
☆☆☆

アメリカにおける大学教育についての筆者の経験と意見の部分が、読んでいてわくわくした。

1̃106 210̃248 144P (120分) 1̃106 2012/05/21 23:11:30

 

gorugo13
☆☆☆

来年の春にアメリカ(または欧州)へ留学予定です。

慰安婦問題や世界大戦時のことで、海外の学生と話す機会があると思うので、歴史について学ん
で、しっかりと日本人としての意見を答えられる準備をしておこうと思った。

1-254 254P (120分) 131-143 2012/05/17 09:31:06

 

bird
☆☆☆☆

アメリカのエリートの特質について経済的、歴史的、政策的背景をもとにたびたび日本、中国と比
較して分析しているので、アメリカのことだけではなく日本と中国のことについても知識を深める
ことができた。
アメリカを持ち上げて日本はダメだ論、またはその逆のようなよく言われているような論旨ではな
く、どちらにも長所短所がのようなバランスがよく感じた。

1-248ページ 248P (200分) 6-10ページ 2012/05/08 17:13:41

 

tottu
☆☆☆☆

米国のインテリジェンス予算が日本の50倍であることに驚いた。
また、日米間のリスクに関する考え方の違いがおもしろかった。
是非、米国のトップの学生のすごさを実感してみたいと思った。

1-64 65P (60分) 87-89 2012/05/07 21:07:46

 

UT
☆☆☆☆

アメリカの大学生の実態から、アメリカの内部事情、国際情勢までよくカバーされています。

1-54,70-88,108-
122,150-161,210-222 113P (100分) 40-50 2012/05/06 20:25:22

 

41
☆☆☆☆

1章しか読んでないが、スケージュール管理の大切さを痛感した。反省...

1-38ページ 38P (20分) 33-34ページ 2012/05/01 12:54:22

 

長野に先いかれた
☆☆

このすごいかどうかはまた分野によって相当異なると思う。ましてやMBAなんか学校によって相当
差があるし、nativeはあまり行かない印象があるので、すごいかどうかの判断の分析にはサンプル
セレクションの問題は付きまとう。

また、そもそも金融セクターには必ずしも経済の連中、金融工学の連中がそれほど多くいくのか
は、若干疑念がある。（もうすこしdiversityにとんでいる印象。)

米国エリートの中には発言において厚顔無恥的な部分も確かにあるだろうけど、正直わからない。
ただ、発言しないことには勝てないだろう。

ブログでPh.Dの人のこのトピックに関するコメントと比較するのもいいかもしれない。



1-248 248P (70分) 2012/04/24 16:41:58

 

w
☆☆☆

アメリカに対する感覚は世代によって移り変わってきている。

本書では、米国への留学者の減少の原因に、若者はアメリカへの憧れ・魅力を感じなくなったこと
が指摘されている。
自分自身もアメリカに対し無関心であったが、学べることが数多くあることに気づかされた。

1-248 248P (180分) 144-147 2012/04/19 22:10:52
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絶対ブレない「軸」のつくり方

著者名 南 壮一郎 発行年 2010年

出版社名 ダイヤモンド社 ページ数 234ページ

値段 1,429円 ISBN 978-4478015087

コメント
講演聞いて憧れた！
2010後期受講生さんの熱いご希望にお応えして。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

ge90
☆☆☆☆

やりたいことをひたすら書き出す，というのはすぐにでも出来て面白そう．筆者は1000個以上書い
たそうだがそこまで書けるか試してみたい．

1-65 65P (40分) 2012/07/31 22:29:19

 

20代男性
☆☆☆

日々をなんとなく過ごすのことと、明確な目的を持って過ごすこととでは大きな差がある。
夢や目標など、自分の内側からあふれ出てくるものを軸と据えれば、ブレないということはよくわ
かったが、誰もが南さんのように夢があるわけではない。
一部しか読んでないために間違っているかもしれないが、無気力な人のための軸の作り方について
も考えてほしかった。

プロローグ、第2章、エ
ピローグ 79P (60分) なし 2012/07/31 10:53:32

 

かやみん
☆☆☆

著者の実体験についての話だけでも読んで得られることがあると思う。

1-96 96P (30分) 1-65 2012/07/31 00:21:12

 

moe273g
☆☆☆

ちょうど自分の軸がほしい！と思っていた時に手にとりました。啓発本的なものはあまり好かない
のでどっぷりはつかれませんでしたが、参考にさせていただきました。

1-150 150P (100分) 2012/07/30 16:12:03

 

midnight express
☆☆☆

個人的にはこういう本は好きではないですが、アツい著者から直接お話を聞く機会があれば楽しい
かもしれないです。

1-233 233P (50分) 2012/07/05 13:08:04
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長野に先いかれた
☆☆☆☆

100%この本を支持する。
自分が学部の時からのなんとなくの信念が決して間違いでないことを、著者の人生の軌跡と考えか
らある程度確かめられたことで、この本を読む価値が十分にあったと思う。ぜひ皆さんに読んでほ
しい。

ただ、ちゃんと読まないと勘違いするような人(行動力がやっぱ大切と単純にいう人とか)はいるは
ず。一つ加えたいのは、人にはironicな部分とexclusiveな部分がある。それを緩和するというか見
直す機会って、絶対にそのアクションを起こそうとしている人の知識と経験がものをいう。もちろ
ん熱意が一番大事だけど。
だから、最初は小さなステップでいいとか、必然性ありきと南さんも言っているのだとおもう。
もう一つ加えたいのは、必然性においての長期的な準備を怠るべきでないことも大切だと思う。

これから同時期に留学するN君と学部で卒業したM君の考えはこれに通じるものがある。

1-223 223P (120分) すべて 2012/05/18 15:20:05

 

ザ・ニンジャ『順逆自
在の術』
☆☆☆☆☆

行動を起こす意味を再認識しました。
私もやりたいことリストを書き、夢を語っていこうと思います。

すべて 234P (200分) 136-140 2012/05/16 14:09:50

 

UT
☆☆☆

就活中だったので、今更感はあったが軸を作るのに役立つと思います。

1-6, 67-123, 162-190 102P (80分) 2012/05/15 00:48:11

 

ナラヅケ
☆☆☆☆☆

前半は、著者がモルガン・スタンレーを辞職し、もがき苦しんだ末、楽天イーグルス創業メンバー
になり、自分の会社を立ち上げるというどこにでもある起業の自叙伝である。
しかし、途中からは、「自分の夢を叶えるためにはこうすればよい」ということを、一般論にあて
はめ、著者の体験をもとに紹介されている。
内容だけを見れば普通の本かもしれないが、驚くべきは著者の行動力である。思い立ったら、すぐ
GOの著者の行動力は、多くの現代の日本人が見習うべきことであると思う。これだけの行動力があ
れば夢を叶えられるかもしれないという気を起こさせてくれ、勇気が湧いてくる。全部読むのが面
倒な人は、第5章だけを見るだけでも十分かもしれない。

なお、この本が字ばっかりで読みにくい人は、「前へ！前へ！前へ！」（著：税所篤快）を読むと
いいと思う。これも行動力が半端ない著者（大学生）が社会起業を成し遂げた話が載っている。

1-233 233P (200分) 第5章 2012/05/09 19:02:17

 

みーるすとーん
☆☆☆☆

「やりたいこと」を仕事にするための行動の起こし方について、楽天イーグルスの創業メンバーの
一人であった筆者の実体験をもとに書かれている。文章が非常に明快で読みやすく、ある意味その
こと自体が内容に説得力を持たせていると言えるかもしれない。

この本の内容を実行して成功するかどうかはわからないが、少なくともこういう本が書けるように
はなるだろう、というようなことを思った。

すべて 233P (104分) 2012/04/30 23:42:30

 

由乃
☆☆☆

「軸を作ることとはすなわち、自分の夢と真剣に向き合うということ。」

身の回りでゼロからチャンスを掴んでいった人をあまり見たことがない場合、
自分の夢があってもどのように行動していけばいいのか良く分からず尻込んでしまうのではないで
しょうか。
この本は、そのような人の背中を強く押してくれる一冊だと思います。

i～iv 67-230 168P (110分) 2012/04/25 13:00:24

 



historians
☆☆☆☆

ドラマのような人生を自分も歩んでみたい。
そう感じさせてくれる本だった。

1-234 234P (270分) 2012/04/23 19:23:20

 

ahoyan
☆☆☆

筆者の波乱万丈な人生に引き込まれるが、”作り方”の部分はいたって普通。広くいわれている内
容であった。

1-210 210P (90分) 四章 2012/04/20 16:50:38

 

かっしー
☆☆☆

「思い立ったらすぐ行動。」や「勝手に出来ないと決め付けない。」など、この手の本には必ず書
いてあることがそのまま書かれているといった感じだろうか。特に真新しい発見は無かったし、と
りわけ心境の変化も無かった気がする。（途中で飽きて、全部読んでないからかもしれない
が・・・。）
しかし、著者の自伝として読むならそこそこ楽しめると思う。

p2-27 , p56-62 , p68-
133 99P (80分) 2012/04/16 21:42:16

 

コアラ
☆☆☆☆

挫折を繰り返しながらも著者の夢に向かっていく気持ちに感銘を受けた。
やりたいことに向かって、まず行動していく大切さに改めて気づいた。

1-230 230P (240分) 86-91 2012/04/11 14:45:22

ＴＯＰへ 

http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=56#TOP
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なぜ君は絶望と闘えたのか－本村洋の3300日

著者名 門田隆将 発行年 2010年

出版社名 新潮文庫 ページ数 348ページ

値段 514円 ISBN 978-4101231426

コメント
電車のなかで読まないで。たぶん、涙が止まらなくなるから。
光市母子殺害事件。なぜに自分の家族が？ 突然に叩き落とされた奈落の底から、どんな光を頼りに青年は自らの力で
未来を開いていったのか。それがいつしか日本の司法制度を変える大きなうねりとなってゆくまで。
一人称ではなく、情に流されない観察者の筆致で、しっかりとあとづけられた、たったひとりの、けれど重い足跡で
す。静かな熱さに吸い寄せられて、一晩で一気に読みました。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

俺が村田だ！
☆☆☆

重かった。
事件の描写では吐き気を催した。

「思考停止」という言葉が強く印象に残っている。この本を読んだだけで「やっぱり死刑は必要
だ」と考えることも一種の思考停止なのかな、とか考えだしてわけが分からなくなった。

全部 348P (180分) 2012/07/23 00:35:49

 

takenokonosato
☆☆☆☆

今までこの事件の情報源はテレビで知るくらいだったけど、この本を読んで裏では多くのことが
あったことがわかった。

妻とのやり取りがごく普通でリアルだから、自分の身にも降りかかりそうな気がした。
P110-111に本村さん自身が自殺しそうになるが、そのほうが楽だろうなと思ってしまった。

全部 348P (240分) 110-111 2012/07/21 16:24:27

 

hitsea
☆☆☆☆☆

加害者が死刑になることによって被害者遺族が救われるというわけではないであろうが，家族を殺
されて加害者がのうのうと生きていては被害者家族は耐えられないであろうと思う．今日死刑廃止
論も少なからず出ているが，この本を読んで死刑はやはり必要なのではと自分は再度考えた．司法
が何のためにあるかについてもとても考えさせられた．

9-348 337P (120分) 2012/07/20 15:10:22

 

F-H304

死刑はどのような場合に適用されるのか？また、遺族の気持ちはどこまで考慮されるべきなの
か？̶̶今社会でも話題となっている死刑存続の是非についての問題が取り上げられている状況で
もあり、真剣に考えさせてくれる本でした。

http://www.historians.jp/books_list.php
http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=57
http://www.historians.jp/comment_set.php?book_id=57
http://www.historians.jp/pro_list.php
http://www.historians.jp/self_pro.php
http://www.historians.jp/bbs.php
http://www.historians.jp/books_list.php
http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=57
http://www.historians.jp/comment_set.php?book_id=57
http://www.historians.jp/pro_list.php
http://www.historians.jp/pro_list.php
http://www.historians.jp/self_pro.php
http://www.historians.jp/self_pro.php
http://www.historians.jp/bbs.php


☆☆☆

1-348 348P (75分) なし 2012/06/26 18:29:39

 

かやみん
☆☆☆☆

犯罪の被害者の立場で犯罪を捉えたことは今までなかったので、法律や、日常の報道などについて
考えさせられた。
このあいだ京都の亀岡であった、未成年の無免許運転事件にも通じるところがあると思う

全部 348P (200分) 2012/06/26 17:08:12

 

midnight express
☆☆☆☆

日本の法律や裁判がいかに被害者や遺族のことを考えていないのかよく実感できました。

348 348P (60分) 2012/06/05 22:48:39

 

しょう
☆☆☆☆☆

自分が小学生の頃に起こった惨たらしい事件．当時は詳細なことは知らなかった．今この本を読ん
で事件の詳細から判決までの詳細を知り，加害者の常軌を逸した証言や振舞いに物凄く憤りを感じ
た．そして同じ人間としてこういうことをやってしまえることにも恐怖を覚える．印象に残ったの
は死刑判決後，木村さんが加害者との面会を行った際に加害者が言った「死んだ人間がたとえ一人
でも，それは 一人だけ ではない」という言葉．本当その通り．
木村さんがこれから幸せに平穏に暮らしていけるよう祈っています．．．

1-335 335P (90分) 全部 2012/05/22 17:01:25

 

プー
☆☆☆☆☆

読み始めたら止まらなかった．

犯罪被害者の立場，少年法の意味，死刑制度の必要性…
この本を読むと日本の司法の歪みというのが見えてくる．
そして，本村さんの強い気持ちで裁判制度が徐々に変わっていった．その戦いがこの本には描かれ
ていた．

感じることが多く，ここに書き切れれないので，一度読んでみることをお勧めします．

全部 348P (240分) 2012/05/22 09:20:32

 

UT
☆☆☆☆

ネット上でも話題になった本村さんの上司の言葉。上司が部下を慰留することは多々あるが、ここ
まで説得力と相手への配慮がある発言は中々できない。周りにこのような人がいたからこそ裁判を
闘いぬいたのだと思う。

8-200,264-305 235P (130分) 117-121 2012/05/03 09:33:39

 

きちきぱ
☆☆☆☆☆

司法とは何か。死刑とは何か。法を変えるとは……
単に犯罪被害者が、被告人の死刑を勝ち取るまでの話ではない。

裁判中の被告人Fと、アメリカの死刑囚ビーズリー。
同じ少年期に殺人を犯した者でも、ここまで内面が違うものかと思った。
しかし、エピローグに登場するまるで別人のようなF。
本当に被告人Fは死刑に処されるべきなのか。
死刑があったからこそビーズリーもFも変われた？
つまるところ、正義とは何か。

感情論としてこの手の犯罪者には死刑を望む人は多いと思う。
ただ、難しい話ではあるが、一つ一つの事件に向き合うことで、一概にそういう主張は通らないと
いうことを感じると思う。
こういう本を通してその一部分でも片鱗に触れられるのは良いことだと思う。
人を殺したのならば死を以て償うべき。その言葉だけを捉えれば、「相場主義」と大差ないものだ
と感じる。

裁判員制度も導入され、この話題はより我々に身近になったと思う。
機会があればぜひ一読してほしい。



9-348 340P (240分) 2012/05/01 16:48:43

 

gorugo13
☆☆☆☆☆

始めの章から一気に引き込まれて、
気が付いたら読み終わっていました。
読んだ後、しばらく余韻が覚めませんでした。

1-348 348P (80分) 9-15 2012/05/01 12:40:19

ＴＯＰへ 

http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=57#TOP
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京都洋館ウォッチング

著者名 井上章一 発行年 2011年

出版社名 新潮社 ページ数 125ページ

値段 1,600円 ISBN 978-4106022265

コメント
ヘンなものを探して古都めぐり。粋なんだか、野暮なんだか、もうメチャクチャ。
あなたの感性、ためしてください。
山室は62ページ京都市美術館の和灯籠がお気に入りです。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

みーるすとーん
☆☆☆☆

京都にある近代建築を観光案内的な形で紹介している。
目の保養になった。

すべて 125P (37分) 2012/07/31 19:54:30

 

Quuyi
☆☆

洋館なら横浜のほうがいいと思う。

全部 125P (30分) 2012/07/25 10:14:36

 

かやみん
☆☆

一通り目を通してみたけど、いまいち何が書かれているのかよくわからないというのが第一印象。
ただ、京都における洋風建築の存在は全く意識になかったのですこし驚いた。

1-125 30P (15分) 2012/07/25 04:38:18

 

wors
☆☆☆

古都としての京都だけでなくそれ以外の歴史もあることに気付かされた。

全部 125P (40分) 第4章 2012/07/23 22:37:17

 

F-H304
☆☆☆

京都は言うまでもなく古都として有名であり、古い建物を見に行く人が多い。しかし、古い和風建
築以外にも洋風建築にも歴史があり風情のある観光するのに値する建物があるので、京都に行った
時はこのような建物も見に行きたい。

1-126 126P (30分) なし 2012/07/11 21:00:46

 

「かつては目の敵にされた建築が、時の流れをへて、まもるべき文化遺産になりおおせる。」とあ

http://www.historians.jp/books_list.php
http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=58
http://www.historians.jp/comment_set.php?book_id=58
http://www.historians.jp/pro_list.php
http://www.historians.jp/self_pro.php
http://www.historians.jp/bbs.php
http://www.historians.jp/books_list.php
http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=58
http://www.historians.jp/comment_set.php?book_id=58
http://www.historians.jp/pro_list.php
http://www.historians.jp/pro_list.php
http://www.historians.jp/self_pro.php
http://www.historians.jp/self_pro.php
http://www.historians.jp/bbs.php


のん
☆☆☆☆

りますが、これはどの時代においても共通の現象だと思います。寺社仏閣のイメージが強い京都で
洋館ウォッチングを試みるというのも、その一種だと言えるかもしれません。
あと、人の気配を感じせる船岡温泉の写真(pp56-57)がすごく気になりました。

全部 125P (40分) 2012/07/10 23:28:27

 

ペンネーム考え中
☆☆☆☆

歴史ある古都、というイメージが強い京都だが、意外に新しもの好きでもある。そんな一面を紹介
してくれる本でした。

125 125P (30分) 2012/07/10 03:38:03

 

しゃおろん
☆☆☆

一般的なガイドブックには載らない、京都の近代建築の楽しみ方がつまっていた。安藤さんがデザ
インした川沿いのカフェに行ってみたい。手すりがない空間は新鮮に映る。

全部 125P (40分) 111 2012/07/06 16:58:16

 

とんぺい
☆☆☆

洋館って住みたくはないけど、見る分にはいいですね！(笑)
時代や文化などが感じられる建築物が、京都の大学とかにはたくさんあってうらやましい。東工大
ももう少し味のある建物を造るか残してほしいと思いました。
後ろに地図が書いてあるので、これを片手に京都を歩きたいですね。

全部 125P (40分) 2012/07/05 16:55:38

 

由乃
☆☆☆

建築は意匠登録されない、ということを知らなかった。
だから誰でも写真をとったりテレビで流したりして許されているのかー。

写真集みたいな感じでおもしろく見ました。

1-125 125P (50分) 2012/05/29 15:52:41

 

w
☆☆

大学建築が面白い。建てられた時代の建築の思想だけでなく、大学の精神のようなものが感じられ
る。

1-87 87P (45分) 2012/05/15 12:30:44

 

nm
☆☆☆☆

京都に洋館を見に行きたいと思いました。
それぞれの時代背景がわかって面白い！
私は京都駅は好きになれないです。

全部 125P (30分) 108- 2012/05/09 17:29:20

 

tottu
☆☆☆

京都なのに洋館！？って一瞬思ったが、読んでみると京都にこそ洋館がいっぱいあることが分か
る。
京都駅ビルの階段は圧巻！

1-80 30P (15分) 8 2012/05/08 11:59:26

 

だもん
☆☆☆

同志社大学の赤レンガの建物の写真が素敵です！
宗教系の大学は、東工大とは全く違う雰囲気があるので面白いですね。

全部 125P (30分) 30-44ページ 2012/05/01 12:57:29

 

ボトムズ
高校時代毎日京都に通っていたので京都駅と京都タワーがすごい懐かしく感じました。そうだ京都
へ行こうと思いました。



☆☆☆☆
全部 125P (40分) 8-15 2012/05/01 12:26:08

 

historians
☆☆☆☆

エロスの部分、よかったです（男です）。

1-125 125P (60分) 88-105 2012/04/23 19:20:58

 

yabaku
☆☆☆

京都には何度か訪れたことがあるが、こんなにも洋館や様々な建築が潜んでいるとは知らなかっ
た。寺だけでなく、本に書いてある不思議な世界も見てみたいと感じた。

1-33ページ、70-125
ページ 88P (15分) 106-124ページ 2012/04/16 17:24:34

ＴＯＰへ 

http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=58#TOP
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自然な建築

著者名 隈 研吾 発行年 2008年

出版社名 岩波新書 ページ数 208ページ

値段 700円 ISBN 978-4004311607

コメント
アスファルト･ジャングル。このままじゃダメだ。絶対ダメだ。みんなそう思ってる。
でも、ありきたりの近代文明批判じゃなくて、有言実行、モノをつくってみせるところがカッコいい。
ごつい石に涼やかさを託し、もろい竹にたくましさを担わせ。うーむうーむと現場の苦心を共有するうちに、いつし
かクマさんのプロジェクトの一員になって、一緒に無い知恵をしぼっている。現在進行形の熱気に◎。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

moe273g
☆☆☆☆

なんでも貼ろうとする隈さんは一部では批判されがちだし、コンクリートが悪いとも思わない。け
れど隈さんはそれを黙らせる秩序のある建築をつくる力がある。

1-213 213P (200分) 74－84 2012/07/30 17:15:05

 

yabaku
☆☆☆☆

隈さんは単にコンクリート建築を批判しているわけでなく、一貫して最適な建築と素材の関係性を
提案しているのだと感じた。

1-208 208P (120分) 2012/07/28 22:53:11

 

かやみん
☆☆☆☆

建築ってやっぱりおもしろいなー。
水についての章での写真では伝わらないと書かれているところが実際にいってみたらどう感じるの
かとても興味がわいた。

全部 208P (180分) 2012/07/01 21:06:05

 

20代男性
☆☆☆☆☆

一流の建築家による、今後の建築がどうあるべきかがわかる良い本。写真も多いので、内容がよく
伝わってくる。

自然な建築という題だが、建築に限らずその他の工業製品、または社会の制度設計など、すべての
ものづくりにも応用できる話だと思った。コンクリート作りのような画一的な設計ではつまらな
い。その場所の伝統や風土にあったつくり方、地産地消の精神など21世紀において再注目されるべ
きかもしれない。

具体的な建築プロジェクトの話の中では、依頼主との交渉術も書かれており、良いアイディアでも
相手を納得されられなければいけないこともよくわかる。

http://www.historians.jp/books_list.php
http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=59
http://www.historians.jp/comment_set.php?book_id=59
http://www.historians.jp/pro_list.php
http://www.historians.jp/self_pro.php
http://www.historians.jp/bbs.php
http://www.historians.jp/books_list.php
http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=59
http://www.historians.jp/comment_set.php?book_id=59
http://www.historians.jp/pro_list.php
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1-16、115-209ページ 111P (80分) 終章 2012/06/19 12:19:36

 

onicapla
☆☆☆

学部の頃にも読んだのだが、やはり印象に残ったのは隈研吾の現代の建築計画へのアンチテーゼ
だった。自然な建築というものを、当たり前にできなくなってきている。安易なコンクリートの道
に進んでいたら建築物がつまらなくなるだけでなく気候風土を理解しない無関係な建築が進み、国
民性、国土、地域性などに影響しやがて個性というものが無くなっていってしまうんだろうなと感
じた。学部の頃は、自然の建築の方がコンクリートばかりより面白いだろうなくらいにしか考えて
いなかったが、ピントはずれでも、少しづつ自分の中で色々な分野、物事の繋がりを一元的でなく
感じることを意識するようにはなってきているのかも知れない。

2-213 211P (180分) 5,6ページ 2012/06/11 21:04:34

 

F-H304
☆☆☆

建築学科に所属していなくても、どのような方針で家を建てたいかという強い気持ちが伝わってく
る感じがした。また、どんなに他の人から「大変だからあきらめな」と言われても、不屈の精神で
頑張るという気持ちが重要だと感じることが出来た。将来、自分もこのような家に住むことが出来
たら幸せだなと思わずにはいられない。

1-208 208P (45分) なし 2012/06/08 22:51:02

 

ペンネーム考え中
☆☆☆☆

隈先生の著作は、とても読みやすい。
今回は自然がテーマ。
紙・竹・石を使った建築物の紹介。
実物を見てみたくなります。

1-213ページ 213P (120分) 85-113ページ 2012/06/05 00:39:25

 

TAN
☆☆☆

自然な建築とは、その場所でとれた材料を使い、作られたものですか。

1-193 193P (120分) 2012/05/22 12:24:29

 

とまと
☆☆☆

コンクリートは画一的、合理的過ぎるという主張に、それ関係の研究をしている私はなんだか申し
訳なくなりました。
「自然なもの」の定義に疑問を抱き「自然」を定義することすら不自然という考えに共感できまし
た。

1-35ページ、143-211
ページ、写真 100P (60分) 2012/05/13 15:54:54

 

UT
☆☆☆☆

「負ける建築」という筆者の有名な言葉があるが、本書は自然素材やクライアントとのやり取りな
どの誓約をどう建築に反映するかが書かれており面白かった。

1-36,71-159,175-209 160P (120分) 第5章 2012/04/22 14:21:54

 

しゃおろん
☆☆☆

隈さんの考える「自然な建築」とは何か、という疑問を抱きながら読みました。
20世紀の日本は、コンクリートという素顔を隠す仮面のような材料を用いた時代でした。そんな
中、隈さんは木材や石・竹・和紙など自然の素材を用い、地域や環境に対し真摯にリアクションを
した建築を創ってきました。
それは、表層的な自然ではなく、深層から感覚を揺さぶるようなモノに感じられました。
また、なぜ彼の作品には「ルーバー」のデザインが多いのかという謎も、何となくですが理解でき
た気がしました。

全部 208P (200分) 2章、石の美術館。8
章、和紙 2012/04/22 13:58:39

 

20世紀の建築はコンクリートばかりで作られていて、それだとどんな場所でも同じようなものがで
きてしまい、それに対する筆者のアンチテーゼのようなかんじで、様々な場所で色々な素材を使っ



darvish
☆☆☆

た建築が紹介されている。

たとえば、海、水面を感じられる建築として水面の上に床や壁をガラスでたちあげたものを紹介し
たり、他にも石を使ったもの、和紙を使ったもの等様々なものが紹介されている。

環境負荷、快適さを考えたらコンクリート造のものが良いこともあるが、自然素材を使ったものは
情緒があってよいかもしれない。

1-70ページ、175-210
ページ 105P (30分) 30-33ページ、188-193

ページ 2012/04/10 15:45:28
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41
☆☆☆☆

モチーフとなった家が比較的自分の家の近くにあることがあらためてわかり、さらに宮崎駿監督の
世界観に共感がもてた。

すべて 93P (10分) p11 2012/07/31 20:36:21

 

oiltaro
☆☆☆☆

ルパン3世カリオストロの城がなぜだか無性にみたくなった。

1-68 68P (20分) 1-68 2012/07/30 16:19:01

 

ken3
☆☆☆☆

詳細な家のスケッチがすごい。
何気ない景色も細かいところまでメモがありこだわりを感じる。

宮崎駿の家に対する考え方も面白い
「闇」がある家に興味があるらしい。
人の生々しさとか、そういものが家から伝わってくるかんじだろうか。
よくわからないけど。

1-93 94P (60分) 66-67 2012/07/03 12:52:08

 

historians
☆☆☆☆

トトロが好きなので、タイトルで惹かれたが、内容も面白かった。
将来、トトロが住みそうな家に住みたいかというとそうではなく、新しく近代的な住宅に住みた
い。

全部 93P (60分) 2012/07/03 12:11:59
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ge90
☆☆☆☆

ジブリファンとして，この本のタイトルに惹かれて読んでみた．確かにジブリ作品に出てくる家と
似ていて，寂れた雰囲気にどこか温かさを感じるものばかりだった．

全部 93P (30分) 全部 2012/06/22 23:04:24

 

darvish
☆☆☆☆

写真や絵を見ていて和みました。
こういうところに住みたい。

全て 93P (30分) 写真、絵 2012/06/19 15:37:28

 

しょう
☆☆☆☆

良い家は良い人を育てる．本の中の写真を見ていくと納得する．心の澄んだ人になりそうだなと容
易に想像できる．
本を読み進めていくうちに，自分が庭に面した外廊下でゆったりと過ごしている妄想を思わずして
しまう．

全部 93P (30分) 写真のみのページ 2012/06/12 18:48:48

 

wors
☆☆☆

住む場所と自然の共存というものが
ここまで心に響くとは思わなかった
これを眺めているだけでとても心が落ち着き
懐かしさを感じた

全部 87P (20分) 28-29 2012/06/10 23:03:41

 

Azel
☆☆☆☆

作りこまれた作品は世界観も徹底的に作りこまれている。今のアニメ業界でここまでの労力・予算
をかけられるスタジオは極めて稀。商業コンテンツとして生産されるものとは別ベクトルの、いわ
ゆる芸術作品としての裏側が少し見えた気がした。

all 87P (40分) 2012/06/05 08:53:38

 

w
☆☆☆

宮崎駿が興味を良いと感じる家は、”心の壁の奥行きを感じるもの”だそうだ。
都市に、そんな家が溢れれば良いと思うが…ハウスメーカの家に溢れている、今の社会じゃ無理だ
ろうなと思いつつ読んでました。

全部 93P (60分) 2012/06/01 00:06:55

 

F-H304
☆☆☆

トトロの住むことのできるような自然豊かな土地を東京などの大都会の近くで見つけることは今
日、とても厳しい状況である。それゆえ、自然に囲まれた土地を宮崎駿監督が気に入ってトトロの
背景にしたことも納得できる。また、昔ながらの素朴な家もどんどん今のはやりの家に建て替えら
れていて数が少なくなっている。昔ながらの懐かしさを感じることもできるだろう。

1-93 93P (30分) なし 2012/05/18 09:56:44

 

ごん
☆☆☆☆

宮崎監督のスケッチがとてもかわいいです。
高校時代毎日自転車で通っていた阿佐ヶ谷。天気のいい日にもう一度自転車で、すてきなお家と場
所探しに行ってみようかな。スケッチブックとカメラを持って！

1-93 93P (30分) 70-71 2012/05/16 13:22:01

 

コアラ
☆☆☆

東京には存在しないような緑に囲まれた懐かしい家を紹介している。
タイトル通りのいかにもトトロが住みそうな家ばかりである。
実物の写真と宮崎さんが書いた絵を比べながら楽しむことができた。

1-87 87P (40分) 2012/05/11 17:19:01



 

nm
☆☆☆☆☆

東京にこんなところがあるんだぁと思いました。
ジブリの世界観溢れる絵が暖かいです。
それに負けずに家の写真も素敵です。

全部 93P (20分) 54 2012/05/09 17:38:49

 

かっしー
☆☆☆☆☆

東京にある古き良き家や庭を紹介している本。
読んでいてとても和やかな気持ちになれます。
中央線沿線に住んでいるのでぶらっと途中下車してみたくなりました。

p6-92 87P (50分) p78,79 2012/05/03 19:07:58

 

こっこ
☆☆☆☆

いい家というのは造りではなく、住む人の心がしみこんでいるからだというのがまさに実感できま
した。宮崎さんのスケッチを見てまたほっこりした気持ちになりました。

6-92 87P (60分) 28-29、66-75 2012/05/01 13:06:11

 

しゃおろん
☆☆☆☆

情緒があって、やさしそうな家たち。
読んでいて気持ちがいい！！
どの家にも個性的な庭があって、自然と人が共に生活している様が浮かんで来た。駿さんのスケッ
チに吸い込まれて、心地よい世界にのめり込める一冊でした。

全部 93P (60分) 26-30 2012/04/29 00:47:21

 

R2
☆☆☆☆

「となりのトトロ」に出てきそうな，本当にトトロが住んでそうな，そんな家ばかり．
そこら辺からトトロが顔を出しそうな絵や写真を見ていると，東京にもこんな家が残っているんだ
とか，あの映画のBGMが聞こえてきそうな気分になる．実際にこういうところへ行ったら，もっと
癒されるんだろうなと思う．
「Aさんの庭」，行ってみたい．

1-93 93P (50分) 26-35 2012/04/25 17:43:05

 

プー
☆☆☆☆

まさに「トトロの住む家」というタイトル通りだと思う．あの映画の中に出てくる緑の山のような
ものがある家の写真を眺めていると，心が癒される．
そして，ここに出てくる家は都内にあるのだけれど，それを感じさせないのがまた素晴らしい．

気が向いたら，こんなところに行ってみたいです．

すべて 93P (60分) 80-87 2012/04/20 19:39:26

 

onicapla
☆☆☆

いかにもトトロがいそうな日本の古い住居が素敵な写真と素敵な文章と素敵なイラストで語られて
います。ぱらぱらとめくるだけでも、とてもいい時間の過ごし方ができると思います。ああ昔の日
本の住宅、というか縁側のある家にいつか住みたいなあなどと考えながら、ほっこりすることがで
きました。

6-45,56-93 76P (50分) 26-29 2012/04/18 17:11:43

 

上からトトロ（仮）
☆☆☆

読んだというか、眺めたというか。

荒んだ心を癒すために、自然と触れ合いたいと思っていたので、「Aさんの庭」に行ってみたく
なった。

6-92 87P (30分) 33ページ、90ページ 2012/04/17 12:59:21



 

佐倉
☆☆☆

トトロ好きにはたまらない本ですね！
あの世界観は監督ご本人の住んでいる世界のものだ、と言われたら納得ですが、それを形にするの
は難しいことで、やはり細かい設定が多くあるんだなー、と数々の写真と設計図(絵)？を見て感じ
ました。

今度トトロの映画を見直すときに、思わずこの本のことを思い出しそうです。

全部 93P (30分) 28, 58ページ(トトロの
いるページ) 2012/04/17 12:51:36

ＴＯＰへ 

http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=60#TOP
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